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（
１
）
‐
３

養
浜
後
の
地
形
変
化

養
浜
開
始
以
降
、
高
波
浪
に
よ
り
浜
幅
の
変
動
は
あ
り
ま

す
が
、
経
年
的
に
は
汀
線
が
前
進
し
、
浜
幅
は
回
復
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
養
浜
の
継
続
に
よ
り
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
～
6

号
水
路
間
で
汀
線
が
1
0
～
2
0
m
前
進
し
ま
し
た
が
、

2
0
2
0
年
2
月
は
前
年
の
台
風
1
9
号
の
影
響
に
よ
り
、

5
号
水
路
～
1
号
水
路
突
堤
付
近
の
汀
線
が
最
大
1
0
m
程

度
後
退
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
９
ヶ
月
後
の
2
0
2
0
年
１

１
月
ま
で
に
汀
線
は
1
0
m
程
度
前
進
し
ま
し
た
。

湘
南
海
岸
全
域
を
み
る
と
、
中
海
岸
で
は
汀
線
が
前
進
し

て
い
ま
す
が
、
菱
沼
海
岸
や
片
瀬
漁
港
で
は
汀
線
が
後
退
し

て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
（
図
‐
4
）
。

中
海
岸
の
沖
合
を
含
め
た
地
形
変
化
（
図
‐
5
）
に
お
い

て
、
区
域
C
で
は
2
0
0
6
年
以
降
3
万

㎥
/
年
の
量
の
養

浜
が
行
わ
れ
て
お
り
、
堆
積
し
た
砂
の
量
は
1
6
万

㎥
/
年
、

残
り
は
東
向
き
の
沿
岸
漂
砂
に
よ
り
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
越
え

菱
沼
海
岸
（
区
域
Ｄ
）
へ
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
区
域
Ｃ
に
比

べ
て
区
域
Ｄ
は
土
砂
量
の
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

水
深
4
ｍ
以
浅
で
は
近
年
1
.
1
万

㎥
/
年
の
侵
食
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
茅
ヶ
崎
海
岸
の
砂
の
動
き
を
図
‐
6
に
示
し

ま
す
。
東
向
き
の
沿
岸
漂
砂
に
よ
り
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
越
え

東
側
の
海
岸
に
供
給
さ
れ
る
量
は
1
.
5
万

㎥
/
年
ま
で

増
加
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

●

第

17

回

茅

ヶ

崎

中

海

岸

侵

食

対

策

協

議

会

第30号

発行：神奈川県藤沢土木事務所
なぎさ港湾課

住所：茅ヶ崎市汐見台１－７
電話：0467-58-1473
http://www.pref.kanagawa.jp/d
ocs/ex5/kaigan/chigasaki.html

第17回協議会
令和3年3月（書面開催）

[主な議題]
Ⅰ茅ヶ崎中海岸の養浜事業の評価
Ⅱ養浜環境影響調査の報告
Ⅲ今後の海岸保全事業の進め方

Ｎｏ．１浜風 通信 第30号 令和4年3月

○

は
じ
め
に

神
奈
川
県
で
は
、
令
和
3
年
3
月
第
1
7
回

協
議
会
を
前
年
同
様
書
面
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
、
一
部
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
書

面
の
他
に
ビ
デ
オ
に
よ
る
画
像
と
解
説
も
同
時

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
茅
ヶ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業
の
評

価
」
の
資
料
で
は
、
茅
ヶ
崎
海
岸
の
養
浜
の
実

績
、
養
浜
後
の
来
襲
波
浪
、
養
浜
後
の
地
形
変

化
、
計
画
幅
の
達
成
状
況
と
防
護
機
能
の
評
価
、

計
画
浜
幅
達
成
ま
で
の
養
浜
と
維
持
管
理
、
な

ら
び
に
茅
ヶ
崎
海
岸
の
養
浜
事
業
評
価
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
は
比
較

的
静
穏
な
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
高
波
浪
に
よ

る
砂
浜
の
後
退
が
見
ら
れ
ず
、
前
浜
付
近
の
地

盤
高
の
低
下
、
カ
ス
プ
状
の
礫
バ
ー
ム
の
形
成
、

緩
勾
配
の
海
浜
の
形
成
と
地
盤
高
の
上
昇
の
繰

り
返
し
が
続
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
「
養
浜
環
境
影
響
調
査
」
の
資
料
で

は
、
養
浜
区
を
含
む
周
辺
の
海
域
に
お
い
て
、

水
質
や
底
質
、
底
生
生
物
調
査
、
そ
れ
に
加
え

底
質
と
底
生
生
物
の
分
析
よ
り
求
め
た
合
成
指

標
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
合
成
指
標
の
結
果
を
も
と
に
評
価
す
る
と
、

全
て
の
調
査
地
点
が
正
常
な
底
質
環
境
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
有
機
汚
濁
の
指
標
種

で
あ
る
底
生
生
物
の
大
量
出
現
が
確
認
さ
れ
、

次
年
度
以
降
の
調
査
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
今
後
の
海
岸
保
全
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
」
の
資
料
で
は
、
浜
幅
が
３
０
m
以

上
維
持
さ
れ
て
防
護
機
能
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
計
画
浜
幅
を
達
成
で
き
る
見
込

み
の
令
和
５
年
度
を
目
途
に
、
養
浜
盛
土
を
均

し
て
活
用
す
る
な
ど
の
養
浜
事
業
を
継
続
し
、

砂
浜
の
拡
幅
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た

が
、
早
期
に
維
持
管
理
の
た
め
の
養
浜
に
切
り

替
え
る
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
中
海
岸
地
区
は
砂
浜
が
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
高
波
浪
に
よ
る
度
重
な

る
被
害
を
受
け
て
い
る
菱
沼
海
岸
地
区
の
海
岸

保
全
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
菱
沼
海
岸
地
区
で
は
養
浜
量

を
近
年
の
0
.
3
万

㎥
/
年
か
ら
1
.
5
万

㎥
/
年
に
増
量
し
て
海
岸
保
全
対
策
を
進
め

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
茅
ヶ
崎
中
海
岸
の
養
浜
事
業
の
評
価

（
１
）
‐
１

養
浜
の
実
績

中
海
岸
地
区
で
は
、
2
0
0
6
年
1
月
以
降
、

2
0
2
1
年
3
月
ま
で
に
約
4
7
.
1
万

㎥

の
養
浜
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
図
‐
1
）
ま
た
、

隣
接
す
る
柳
島
、
菱
沼
地
区
で
も
養
浜
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
茅
ヶ
崎
漁
港
西
側
か
ら
の

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
を
従
来
の
0
.
3
万

㎥
か

ら
約
1
.
5
万

㎥
に
増
量
し
て
い
ま
す
。

中
海
岸
地
区
に
お
け
る
養
浜
材
の
粒
度
組
成

（
図‐
2
）
は
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
サ
ン
ド

バ
イ
パ
ス
に
よ
る
細
粒
物
質
の
供
給
が
増
え
た

た
め
、
養
浜
材
の
粒
度
組
成
の
グ
ラ
フ
よ
り
、

橙
色
が
示
す
中
砂
の
占
め
る
割
合
が
増
え
、
海

岸
に
良
質
の
砂
が
広
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
海
岸
の
状
況
で
は
、
左
上
の
写
真
は
養
浜

区
域
よ
り
東
側
の
近
況
な
り
ま
す
が
、
消
波
構

造
物
の
前
面
に
緩
勾
配
の
海
浜
が
続
い
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

資料－2

図－２ 養浜材の粒度組成

（
１
）
‐
5

計
画
浜
幅
達
成
ま
で
の
養
浜
と
維
持
管
理

養
浜
量
を
1
.
5
万

㎥
/
年
と
漁
港
西
側
堆
砂
1
.
5

万

㎥
/
年
で
計
画
浜
幅
達
成
の
予
測
計
算
し
た
場
合
、

2
0
2
0
年
１
１
月
の
汀
線
を
基
準
と
す
る
と
、
令
和
4
年

ま
で
養
浜
を
継
続
す
る
こ
と
で
３
年
後
に
計
画
幅
を
達
成
で

き
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
（
図
‐
8
）
。
た
だ
し
、
高
波
浪
等

に
よ
る
短
期
的
な
地
形
変
化
に
よ
り
必
ず
達
成
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

浜
幅
を
管
理
す
る
た
め
の
予
測
計
算
に
つ
い
て
漁
港
西
側

の
堆
砂
を
利
用
し
た
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
行
い
ま
し
た
。
１

つ
目
は
0
.
5
万

㎥
/
年
を
養
浜
し
た
場
合
、
汀
線
の
前

進
は
図
れ
ま
す
が
、
そ
の
沖
合
で
侵
食
が
進
む
予
想
と
な
り

ま
し
た
。
２
つ
目
は
1
.
0
万

㎥
/
年
を
養
浜
し
た
場
合

は
、
沖
合
の
侵
食
は
軽
減
さ
れ
る
予
想
と
な
り
し
た
。
３
つ

目
は
1
.
5
万

㎥
/
年
を
養
浜
し
た
場
合
、
沖
合
の
侵
食

が
軽
減
さ
れ
、
水
深
5
m
以
浅
で
の
堆
積
が
増
え
る
予
想
と

な
り
ま
し
た
（
図
‐
9
）
。

図－５ 養浜後の地形変化（2002年～2021年1月）

（
１
）
‐
4

計
画
浜
幅
の
達
成
状
況
と
防
護
機
能
評
価

養
浜
に
よ
り
中
海
岸
全
域
で
浜
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

海
岸
中
央
の
浜
幅
検
証
断
面
N
o
.
1
8
で
は
計
画
断
面

形
状
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
（
図
‐
7
）
。
2
0
2
0
年

1
1
月
時
点
で
の
浜
幅
は
3
2
.
8
ｍ
で
計
画
を
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
沖
合
の
砂
の
堆
積
に
よ
り
防

護
水
準
は
満
足
し
て
い
る
以
外
、
波
の
打
ち
上
げ
量
、
越
波

流
量
、
根
固
め
機
能
、
な
ら
び
に
相
模
湾
全
体
の
目
標
浜
幅

は
満
足
し
て
い
ま
す
（
表
‐
1
）
。

図－１ 中海岸の養浜実績

2006年1月～2021年3月までの総養浜量 47.1万 m3 

図－６ 茅ヶ崎中海岸の土砂移動

図－４ 湘南海岸全域の汀線変化量（2005年基準）

表－１ 現況海浜の評価

図－７ 浜幅検証断面（No.18）の縦断形変化と計画浜幅

A R

B
E

C
D

養浜範囲中海岸の状況（2021年3月19日）

図－３ 平塚観測塔（h=20m）における
波浪観測結果の長期的な変化（1980年～2020年）

図－８ 計画浜幅目標達成までの予測計算

図－９ 維持管理の予測計算（2043年まで）

（
１
）
‐
2

養
浜
後
の
来
襲
波
浪

2
0
2
0
年
は
比
較
的
静
穏
で
、
大
き
な
高
波
浪
を
伴

う
台
風
の
来
襲
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
図
‐
3

に
示
す
平
均
波
高
、
有
義
波
高
、
な
ら
び
に
高
波
浪
来
襲

に
関
し
て
1
9
8
0
年
か
ら
の
動
向
を
み
る
と
、
グ
ラ
フ

は
右
肩
上
が
り
の
増
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

海浜土砂量の経年変化（区域D） 海浜土砂量の経年変化（区域C）
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○

今
後
の
予
定

今
後
の
養
浜
事
業
は
、
計
画
浜
幅
を
達
成
で
き
る
見
込
み
ま
で
、
養
浜
事
業
（
３
万

㎥
／
年
）

を
継
続
し
、
砂
浜
の
拡
幅
を
図
り
ま
す
。
養
浜
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ラ
ス
漁
を
考
慮
し
た

時
期
に
予
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
期
間
は
多
く
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
国
道
１
３
４
号
を
通
行
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
横
断
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
養
浜
に
よ
り
海
面
に
濁
り
が
発
生
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
濁
り
は
、
本
来
、
相
模
川
上

流
か
ら
出
水
時
に
河
口
ま
で
な
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
有
害

物
質
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
に
留
意
し
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
海
岸
・
道
路
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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図－１１ 粒度組成

◇

自
由
意
見
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

第
1
7
回
協
議
会
の
主
な
自
由
意
見
と
「
養
浜
事
業
」
、
「
現
在
の
砂
浜
幅
」
、
「
砂
浜
利
用
」
、

「
協
議
内
容
」
、
「
規
模
（
委
員
数
）
」
、
な
ら
び
に
「
協
議
会
開
催
頻
度
」
の
6
項
目
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
示
し
ま
す
。

①

国
や
神
奈
川
県
、
茅
ヶ
崎
市
も
コ
ロ
ナ
に
費
用
が
嵩
む
た
め
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
コ

ロ
ナ
優
先
の
対
応
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

②

平
島
～
え
ぼ
し
岩
迄
橋
を
作
る
こ
と
で
、
台
風
時
、
沖
合
か
ら
来
る
ウ
ネ
リ
を
初
期
段
階
で

お
さ
え
る
事
が
で
き
る
。
養
浜
し
た
砂
も
動
か
な
く
な
り
、
遠
浅
の
ビ
ー
チ
に
戻
る
と
思
う
。

ま
た
、
中
海
岸
、
菱
沼
に
も
ミ
ニ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
作
る
。
え
ぼ
し
と
平
島
の
橋
の
足

（
1
0
m
間
隔
）
で
、
消
波
効
果
が
有
り
、
巨
大
な
波
の
力
は
弱
ま
る
の
で
、
そ
の
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
ド
に
依
っ
て
、
侵
食
は
防
げ
る
と
思
う
。

③

昨
年
と
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
会
議
形
式
で
の
開
催
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
年
途
中

に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
が
多
少
落
ち
着
き
ま
し
た
ら
会
議
形
式
で
意
見
交
換
な
ど
の
場
と
し
て

開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。
も
っ
と
理
解
す
る
為
に
も
お
願
い
し
ま
す
。

④

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
の
メ
ン
テ
と
、
幅
を
少
し
広
げ
て
欲
し
い
。
自
転
車
を
置
く
ス
ペ
ー
ス

を
何
か
所
か
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

⑤

養
浜
に
使
っ
て
い
る
砂
が
細
か
す
ぎ
る
。
茅
ヶ
崎
漁
港
内
の
い
け
す
に
砂
が
入
る
。

⑥

ダ
ム
か
ら
持
っ
て
く
る
砂
も
2
㎜
～
1
.
5
㎝
位
の
大
き
さ
の
小
砂
利
の
方
が
飛
砂
し
な
い

し
、
流
砂
す
る
量
も
少
な
い
と
思
う
。

⑦

海
岸
清
掃
を
す
る
立
場
の
意
見
と
し
て
、
辻
堂
か
ら
茅
ヶ
崎
地
区
全
般
に
お
い
て
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
か
ら
汀
線
ま
で
の
海
浜
地
の
高
低
差
を
な
だ
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
、
損
壊
し
て
い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
か
ら
海
浜
地
へ
降
り
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ス

ロ
ー
プ
や
水
路
に
架
け
て
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
を
修
繕
、
再
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

2
0
1
9
年
の
台
風
1
9
号
以
降
、
茅
ヶ
崎
エ
リ
ア
の
海
岸
進
入
路
等
の
損
壊
が
激
し
く
、

一
部
地
域
で
清
掃
用
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

⑧

小
和
田
（
菱
沼
海
岸
の
東
側
）
の
漁
師
が
「
浜
幅
が
少
な
く
な
っ
て
漁
業
に
支
障
が
出
て
い

る
」
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
養
浜
材
を
入
れ
る
袋
が
海
へ
流
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
船

の
ス
ク
リ
ュ
ー
へ
巻
き
つ
く
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
2
次
被
害
の
発
生
し
な
い
養
浜
材
や
、

流
出
し
な
い
方
法
で
の
対
応
を
い
た
だ
く
よ
う
漁
業
者
か
ら
要
望
を
受
け
て
い
る
。

⑨

台
風
の
来
襲
で
一
挙
に
地
形
が
変
化
す
る
自
然
の
猛
威
の
前
に
、
人
の
力
の
弱
さ
を
感
じ
る
。

ど
こ
を
も
っ
て
事
業
の
成
果
と
い
う
か
悩
ま
し
い
。

⑩

現
状
を
考
え
る
と
、
菱
沼
海
岸
、
柳
島
海
岸
の
侵
食
が
進
み
、
毎
年
の
よ
う
な
台
風
の
影
響

で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
通
行
止
め
に
な
る
の
で
は
。
も
う
す
こ
し
厚
め
な
復
旧
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

図－１０ 調査地点図

表－４ 合成指標の結果

（
２
）
養
浜
環
境
影
響
調
査

養
浜
に
よ
り
汀
線
が
沖
に
前
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
底
質
環
境
や
生
物
相
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
十
分
な
知
見
が
無
く
、
ま
た
、
回
復
し
た
砂
浜
の
生
物
育
成
機
能

に
つ
い
て
評
価
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
調
査
当
初
は
、
養
浜
区
（
中
海
岸
）
と
対

照
区
（
浜
須
賀
等
）
を
設
定
し
て
対
比
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
地
点
に
つ
き
ま

し
て
、
地
元
漁
業
協
同
組
合
の
意
見
、
沖
合
か
ら
の
シ
ル
ト
の
拡
が
り
、
お
よ
び
チ
ョ
ウ

セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
し
て
い
る
環
境
を
把
握
す
る
た
め
調
査
地
点
を
現
在
の
1
2
点
に

増
や
し
て
継
続
し
て
い
ま
す(

図
‐
1
0
）
。

本
年
度
は
、
１
回
目
令
和
2
年
９
月
１
７
日
、
２
回
目
令
和
２
年
１
２
月
２
０
日
に
底

質
調
査
と
底
生
生
物
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
底
質
調
査
は
、
採
泥
器
に
よ
り
採
取
し
た

底
質
試
料
に
よ
り
粒
度
組
成
、
C
O
D
、
強
熱
減
量
、
全
硫
化
物
量
、
お
よ
び
泥
分
含
有

量
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
底
生
生
物
調
査
は
、
フ
ル
イ
で
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
を
分
離
し

て
個
体
数
、
種
類
数
、
多
様
度
指
数
、
お
よ
び
類
似
度
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。
結
果

は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

底
質
調
査
と
同
時
に
水
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
透
明
度
と
浮
遊
質
量

（
S
S
）
を
表
‐
2
に
ま
と
め
ま
し
た
。
透
明
度
は
、
１
回
目
が
2
.
5
～
7
m
、
2
回
目

が
5
～
1
1
ｍ
で
初
冬
で
あ
っ
た
2
回
目
の
方
が
平
均
1
.
7
倍
と
良
好
で
し
た
。
冬
の

太
平
洋
で
は
冬
季
の
方
が
透
明
度
が
高
く
な
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
当
海
域
で
も
同
じ

結
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

粒
度
組
成
は
、
S
t
.
1
柳
島
4
.
5
m
と
S
t
.
A
中
海
岸
5
ｍ
で
中
砂
が
多
く
を

占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
養
浜
地
区
の
沖
合
に
あ
る
Ｓ
ｔ
.
８
中
海
岸
9
m
と
S
t
.
1
2

ワ
カ
メ
筏
で
１
回
目
の
分
析
結
果
で
粘
土
シ
ル
ト
の
割
合
が
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
が
、

２
回
目
で
は
両
地
点
で
そ
の
割
合
が
大
幅
に
低
下
し
て
他
の
地
点
に
近
い
値
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
現
象
は
過
年
度
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
水
深
が
深
い

調
査
地
点
で
粘
土
シ
ル
ト
が
拡
大
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
深
５
m
付
近
で
は
、
細
砂
主
体
で
引
き
続
き
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息

に
適
し
た
粒
度
組
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

化
学
分
析
結
果
は
、
C
O
D
と
強
熱
減
量
が
S
t
.
8
と
S
t
.
1
2
で
過
年
度
同
様

高
い
値
を
示
し
ま
し
た
が
、
C
O
D
の
値
は
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
に
よ
る
水
産
用
水

基
準
に
比
べ
大
幅
に
低
い
値
で
前
年
度
の
値
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
硫
化
物

量
は
１
回
目
の
S
t
.
1
2
で
若
干
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
が
、
C
O
D
同
様
水
産
用
水

基
準
に
比
べ
大
幅
に
低
い
値
と
な
り
ま
し
た
。

底
生
生
物
の
出
現
個
体
数
は
、
前
年
度
に
比
べ
大
き
く
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
門
別
出

現
状
況
は
２
回
の
調
査
で
環
形
動
物
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
的
で
し
た
。
環

形
動
物
の
シ
ノ
ブ
ハ
ネ
エ
ラ
ス
ピ
オ
（
ヨ
ツ
バ
ネ
ス
ピ
オ
A
）
は
、
有
機
汚
濁
域
で
も
貧

酸
素
化
が
著
し
い
海
域
で
も
生
存
で
き
る
汚
濁
指
標
種
で
、
２
回
の
調
査
の
合
計
で
総
数

1
7
7
3
個
体
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
総
数
が
1
3
8
個
体
で
あ
っ
た
た
め
、

1
0
倍
以
上
の
出
現
量
と
な
り
ま
し
た
。

合
成
指
標
と
は
、
表
‐
3
に
示
す
泥
分
含
有
率
、
C
O
D
、
強
熱
減
量
、
全
硫
化
物
量
、

お
よ
び
底
生
生
物
分
析
か
ら
求
め
た
多
様
指
数
の
５
つ
の
項
目
の
う
ち
、
複
数
の
項
目
に

対
し
て
相
関
計
算
を
行
い
数
値
化
す
る
も
の
で
す
。
4
種
類
の
合
成
指
標
を
も
と
に
計
算

を
行
い
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
で
汚
染
状
況
を
判
定
し
ま
す
。
今
回
は
、
２
時
期
す
べ
て
の

地
点
で
マ
イ
ナ
ス
の
値
と
な
り
、
正
常
の
底
質
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
有

機
汚
濁
の
指
標
種
の
大
量
出
現
が
直
ち
に
底
質
環
境
の
悪
化
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
推

察
さ
れ
ま
す
が
、
次
年
度
以
降
の
調
査
に
て
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

表－２ 水質調査の結果（左表：透明度、右標：浮遊物質量）

表－３ 底質分析の結果


